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2Q決算の訴求ポイント>>
●前年同期比、増収増益 63億円の売上増(4.9%)、13億円の営業利益増
(12.7%)、9億円の純利益増(11.7%）でした。

●SEセグメントは、2Qの受注が1Q(491億円)を上回る高水準（533億円）
となり、想定より上振れました。半期で1,024億は過去最高。この状況を
受け、下期と通期を上方修正しました。

●FTセグメントの受注が、4四半期連続で100億円レベル（111億円）で
高水準が続いています。

●CCC(キャッシュ・コンバージョン・サイクル)の改善が進み、1Qで達成
したネットキャッシュポジションを2Qも維持できました。
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●対前年同期比(上期)では、増収増益(SE、FTが増収増益)でした。
営業利益に関しては、売上増加などが主要因です。

●対前四半期比(1Q vs 2Q)では、 増収増益(SE、GPが増収増益)でした。



5

前年同期比で増収増益となり、上半期計では、SEとFTの好調な業績により、
売上(1,361億)、営業利益(121億)、営業利益率（8.9％）が、リーマン
ショック以降最高値となりました。
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●2Qの全社の受注高（776億円）は、1Qに続いて高水準となりました。

●2QのSEの受注高は、1Qの491億円を上回り、533億円と、想定より
上振れました。

●FTの受注高は、4四半期連続で100億円レベルになりました。

●2Qの全社の受注残高は1,114億円と高水準であり、上記いずれも、
リーマンショック以降最高値です。
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●前年同期比、前四半期比ともに、増収増益でした。
ファウンドリーとフラッシュメモリー（3D-NAND）が売上を牽引しました。
装置としては、枚葉・バッチともに増加し、地域としては、アジアの伸びが
顕著でした。

●通期予想では、ファウンドリーの微細化、および、3D-NANDへの積極
投資が続くと見ており、第1四半期決算(8月)予想から上方修正しました。
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●2Qの受注高は、533億円と、好調であった1Q(491億円)をさらに
上回りました。

●デバイス別では、1Qに続き、ファウンドリーが好調で比率が全体の
50%以上になりました。

●3Qの受注は、1Q、2Qと比較して、一服感はあるものの、引き続き
高水準を予想しています。
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●前年同期比では、上期は減収減益するも、2Qは1Qよりは売上・営業利益
ともに改善し、この傾向は下期も継続する見込みです。
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●前年同期比では、上期は、増収増益でした。
中国向けの大型パネル用装置は全体の20％強で売上は減少するも、国内や
台湾向けの中小型が70％弱を占めました。

●前四半期（1Q）に比べて2Qは、減収減益でした。

●受注環境は好調で、4四半期連続で100億円レベルの高水準を維持しました。
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●2Qの受注高は、前四半期1Q同様に111億円になりました。
→受注の中身は、大型が80％弱、中小型は10％程度でした。
→地域別では、中国が80%程度でした。
→OLED関連や新規事業も入っています。

●3Qの受注も、引き続き好調が続くと予想しています。
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前期末（2016/3月末）との比較：
●資産合計は2,786億円。前期末比では、85億（3.2％）の増加しました。
受取手形及び売上債権（売掛金）が減少した一方で、現金及び預金やたな卸
資産が増加したことなどにより増加しました。

●負債合計は1,550億円。前期末比では、52億円増加しました。
有利子負債は、248億円。社債（6月と9月）を償還したことなどにより、
前期末比148億円（37.4%）減少した一方で、仕入債務や前受金の増加
などにより、増加しました。

●純資産合計は1,235億円。前期末比では、32億円（2.7％）増加しました。
円高の影響により為替換算調整勘定が減少した一方で、（親会社株主に帰属
する四半期）純利益を計上したことにより利益剰余金が増加しました。

●自己資本比率は44.3％で、前期末と同じとなりました。
通期末に向け、50％以上を目指しています。
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当第2四半期連結累計期間（2016年4月-9月）におけるキャッシュフロー
●営業活動によるキャッシュ・フロー： 297億円の収入
各事業会社が継続的にCCC改善に取り組んだ結果、リーマンショック以降、
上期で最大の営業キャッシュ・フローになりました。
前年同期（69億円の収入）比で、大幅改善、売上債権の減少、仕入債務の
増加、前受金の増加などの収入項目が、たな卸資産の増加などの支出項目を
上回りました。

●投資活動によるキャッシュ・フロー：28億円の支出
研究開発設備などの有形固形資産を取得したことなどにより増加（3億円）
しました。

●財務活動によるキャッシュ・フロー：182億円の支出
社債の償還（6月と9月）や配当金の支払いなどによる支出です。

各事業会社のCCC改善への取り組みの結果、当第2四半期連結累計期間末に
おける、現金及び現金同等物は、前年度末（2016/3月末）に比べ、64億円
増加し、366億円となりました。

以上の結果、フリー・キャッシュ・フロー(FCF)は、269億円の高水準に
（前年同期は44億円）になりました。今後もFCFの最大化を目指していきます。
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●有利子負債248億円、社債（6月と9月）を償還したことなどにより、
前期末（2016/3月末）比で148億円減少しました。

●純有利子負債は▲138億円、前期末比で211億円の減少しました。
前四半期1Q末に続き、138億円のネットキャッシュポジションとなりました。
期末に向けては、100億円レベルのネットキャッシュポジションを予想して
います。
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●2017年3月期の業績予想：売上、利益ともに上方修正しました。
・SE事業：足元の高水準な受注状況から、売上と利益が8月時の予想を
上回る見込みとなりました。
期初からの好調な受注状況から、売上と利益が想定を上回り、通期予想は、
今期、2回目の上方修正をしました。
・GP事業：通期予想を今期、2回目の下方修正をしましたが、1Qのdrupa前
の買い控えと、為替などのマイナス影響によるものです。
・FT事業：下期の13億円増収予想を受け、通期で15億円の上方修正を
しました。
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●新規事業4事業のうち、エネルギー（FT:成膜技術関連）については、
受注・売上も伸びており、来期以降の黒字化を目指しています。

●他の3事業（ライフサイエンス、検査計測、PtE)に関しては、評価に想定
以上の期間を要しており、来期以降に受注・売上の拡大ならびに黒字化を
目指してまいります。
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